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 出席者 
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  Ｂ 様：社会福祉法人施設長 

  Ｃ 様：主婦 

  Ｄ 様：主婦 

  文書により意見回答 

  Ｅ 様：公認会計士 

  相馬 真吾 校長 

  宮下 靖広 副校長 

  大村  慎（次年度教頭） 

  真鍋 郁郎 教頭（書記） 

 

≪学校運営≫ 

 ・アンケート結果からは全体的に良い評価の項目が多いと感じた。 

 ・保護者の方々からは高評価が多く素晴らしいと思います。 

 ・福祉施設が多く集まる地域に学校があり、多くの生徒がボランティア活動に参加することは素晴らしい。 

  地域からの評価も高いと聞いている。 

 ・教育課程にはのらない特色がこの学校にはある。先生方の指導が熱心で、内側から見て初めてわかり、他の 

  学校と比較して熱心さがまったく違うことこそ特色だといえる。 

 

≪教育活動≫ 

 ・学年が進行するにつれ B、A の評価が多くなる点が良いと思います。 

 ・生徒質問６の評価が低いのが気になります。先生方の授業・業務への姿勢を見直す良い答えとしてとらえて、 

  更なる向上を期待しています。 

 ・生徒質問１１のＣ評価が多いが一面的にはとらえられないが、生徒の側では宿題・課題をもっと与えて欲し 

  いと考えられるので、工夫して生徒の学習活動を伸ばして欲しい。 

 ・生徒質問１７、１８で学校・先生の規則などの指導が熱心で厳しいとの評価があるが、生徒自身は規則など 

  をあまり守れていないという数字が出ている点が気になるところである。ただ、生徒自身は自分ではなく他 

  の生徒を見ての評価であるかもしれない。生徒自身が守れていると実感がわく指導であって欲しい。 

 

≪その他≫ （アンケート結果以外を含む） 

 ・中学校の先生方がこの学校の良さを理解していない点が多いのではないか、ＰＲ、宣伝活動に一考が必要。 

 ・学校がある地域以外で評価していただくための材料を提供することを考えてみてはいかがか。 

 ・ＨＰで動画などをタイムリーにアップし、生徒たちの活動を知らせる取組を考えられないか。中学生・保護 

  者の高校生活への不安解消に役立つのではないか。学校が多くの方々に理解されると思う。 

 

 

※以上、第三者評価でいただいた意見をまとめました。今後の学校教育に生かしていきたいと考えます。 

 


